
🔶児童扶養手当所得制限限度額表（令和８年11月以降）　　　　　　　　   （単位：万円） 
➢所得制限限度額は、政令で所得額ベースで規定されておりま

す。左表の収入額は給与所得者を例として給与所得控除額等

を加えて表示した目安額です。 

➢請求者本人が70歳以上の同一生計配偶者を有する場合は

所得制限限度額に10万円が加算されますが、加算を受けるた

めには申出が必要です。申出がない場合、加算はされませんの

でご注意ください。 

　なお、申出前の所得が所得制限限度額未満であることが明ら

かな場合など、申出いただいても手当の支給額が変わらない場

合があります。 

※1　所得制限限度額の算定における扶養親族とは、税法上の

扶養親族のことで、手当の対象児童数とは異なります。なお、扶

養親族として申告していない児童を前年（１月～9月に手当を請

求する場合は前々年）の12月31日時点で生計維持していた場

合は、扶養親族等の数に含められる場合があります。 

※2　同居の扶養義務者とは、直系3親等内の血族（受給資格

者本人から見た曽祖父母、祖父母、父母、子ども、孫、ひ孫）及

び兄弟姉妹のことです。 

　住民票が分離していても、住居が同じであれば同居の扶養義

務者となります。二世帯住宅の場合など、届出により生計を別と

していると見なすことができる場合があります。 

 

　詳しくはお住まいの区の保健福祉課福祉助成係までご相談く

ださい。 
 

 
   

 

扶養親族等の

人数※1 

請求者本人 

同居の扶養義務者(※2) 

全部支給 一部支給 

収入額 所得額 収入額 所得額 収入額 所得額 

0人 152.0 69.0 334.3 208.0 372.5 236.0 

1人 190.0 107.0 385.0 246.0 420.0 274.0 

2人 244.3 145.0 432.5 284.0 467.5 312.0 

3人 298.6 183.0 480.0 322.0 515.0 350.0 

4人 352.9 221.0 527.5 360.0 562.5 388.0 

5人 401.3 259.0 575.0 398.0 610.0 426.0 

加算額 

70歳以上の同一生計配偶者又は老人扶養親族1

人につき10万円、特定扶養親族又は控除対象扶養

親族（16歳以上19歳未満の者に限る）1人につき

15万円 

老人扶養親族1人につき

（扶養親族が老人扶養親

族のみの場合は1人を除

いた1人につき）6万円 



 
 
 

 


